


要約:乳汁中への薬物移行について、測定の基礎となる母乳の処理法についてフェノバル

ビタール(PB)とゾニサミド(ZNS )を用いて検討した。その結果、PB については全乳中と

乳漿中は同じ濃度を示し、ZNSについては全乳より乳漿が 10-20%高かった。両薬物ともに

母乳の pH を変化させてもその分布に影響しなかった。また、ヒトにおける周生期の動態

は不明である新しい抗痙攣剤である ZNS について、胎盤移行および乳汁移行について検討

を加えた。その結果、多剤併用症例であるが、胎盤移行率 92%、乳漿を用いた乳汁移行率

41-51%であった。そして、乳汁移行率には ZNSと血清アルブミンとの蛋白結合が最も重要

な役割を果たしていた。各種抗痙攣剤の乳汁移行率と各薬剤と蛋白結合率の関係をみると

良好な負の相関をもち、ZNSは PB とほぽ同じ位置にプロットできた。


